




Bully/Victim Problems and the Students of a Teaching Profession Course:














































































































小学校 中学1年 中学2年 中学3年 高　校
95年度計 64.2 45.9 39.6 30.8 8.8 ％
96年度計 62.2 36.7 40.8 38.8 10.2 
97年度計 67.6 45.4 38.0 32.4 13.9 
98年男女 65.7 40.6 25.2 22.4 8.4 
99年男女 72.4 49.3 35.8 31.3 16.4 
『日本のいじめ』見聞経験
小学5年 小学6年 中学1年 中学2年 中学3年
17.4 21.3 19.0 18.5 12.4 ％
1-2　いじめ被害経験（1995年度入学生～1999年度入学生）
小学校 中学1年 中学2年 中学3年 高　校
95年度計 15.1 6.3 5.0 3.8 0.0 ％
96年度計 25.5 9.2 10.2 3.1 1.0 
97年度計 11.1 6.5 3.7 2.8 1.9 
98年男女 19.6 8.4 4.9 3.5 2.1 
99年男女 17.9 4.5 4.5 3.0 1.5 
『日本のいじめ』被害経験
小学5年 小学6年 中学1年 中学2年 中学3年
20.4 16.4 14.2 12.9 9.0 ％
1-3　いじめ加害経験（1995年度入学生～1997年度入学生）
小学校 中学1年 中学2年 中学3年 高　校
95年度計 28.3 9.4 6.9 6.3 0.6 ％
96年度計 25.5 9.2 10.2 3.1 1.0 
97年度計 36.1 18.5 11.1 8.3 3.7 
98年男女 33.6 16.1 10.5 5.6 3.5 
99年男女 37.3 15.7 6.7 5.2 3.7 
『日本のいじめ』加害経験
小学5年 小学6年 中学1年 中学2年 中学3年
19.3 24.9 18.7 16.4 11.1 ％
1-4　入学年度別・専攻別の被験者数（1995～1997年度）
芸術系 体育系 理科系 その他 合　計
95年度計 17人 97人 28人 17人 159人
96年度計 19人 62人 13人  4人 98人
97年度計 18人 79人 10人  3人 108人
98年男女 21人 117人  3人  2人 143人
99年男女 42人 104人  7人  2人 134人
98・99小計 63人 221人 10人 4人 277人
















































小学校 中学1年 中学2年 中学3年 高　校
女子学生 73.3 43.8 24.8 21.9 8.6 ％
男子学生 67.1 45.9 34.1 30.0 14.7 ％
男女合計 69.5 45.1 30.5 26.9 12.4 ％
『日本のいじめ』見聞経験
小学5年 小学6年 中学1年 中学2年 中学3年
17.4 21.3 19.0 18.5 12.4 ％
2-2　いじめ被害経験（女子学生105人、男子学生170人）
小学校 中学1年 中学2年 中学3年 高　校
女子学生 26.7 11.4 5.7 7.6 3.8 ％
男子学生 14.1 3.5 4.1 0.6 0.6 ％
男女合計 18.9 6.5 4.7 3.3 1.8 ％
『日本のいじめ』被害経験
小学5年 小学6年 中学1年 中学2年 中学3年
20.4 16.4 14.2 12.9 9.0 ％
2-3　いじめ加害経験（女子学生105人、男子学生170人）
小学校 中学1年 中学2年 中学3年 高　校
女子学生 26.7 9.5 1.0 1.0 1.9 ％
男子学生 41.2 20.0 13.5 8.2 4.1 ％
男女合計 35.6 16.0 8.7 5.5 3.3 ％
『日本のいじめ』加害経験
小学5年 小学6年 中学1年 中学2年 中学3年
19.3 24.9 18.7 16.4 11.1 ％
2-4　いじめ被害経験率（女子学生105人、男子学生170人）
小学校 中学校 合　計
女子学生 26.7 18.1 27.6 ％（105人）
男子学生 14.1 6.5 18.2 ％（170人）







女子学生 26.7 11.4 32.4 ％（105人）
男子学生 41.2 28.2 51.8 ％（170人）







女子学生 12.3 26.4 13.2 ％（67人）
男子学生 5.3 8.8 30.4 ％（139人）
男女計 7.9 15.5 23.8 ％（206人）
『日本のいじめ』被害経験率
男女合計 8.1 9.7 12.1 ％
2-7　いじめ被害加害群（中学校）
被害のみ 被害加害 加害のみ
女子学生 11.3 4.7 6.6 ％（105人）
男子学生 2.8 3.4 23.4 ％（170人）
男女計 6.1 4.0 17.0 ％（275人）
『日本のいじめ』被害経験率
男女合計 7.2 4.3 10.9 ％
2-8　いじめ被害加害群（小学校～中学校）
被害のみ 被害加害 加害のみ
女子学生 18.9 17.9 14.2 ％（106人）
男子学生 5.3 12.9 38.0 ％（171人）
















































無　視 言　葉 暴　力 いたずら その他
女子学生 92.3 65.4 11.5 34.6 2.6 ％
男子学生 73.9 79.0 24.4 28.6 0.8 ％
男女計 81.2 73.6 19.3 31.0 1.5 ％
3-2　いじめの手段・中学校（女子学生59人、男子学生95人）
無　視 言　葉 暴　力 いたずら その他
女子学生 71.2 74.6 27.1 25.4 1.7 ％
男子学生 60.0 57.9 40.0 21.1 1.1 ％
男女計 64.3 64.3 35.1 22.7 1.3 ％
3-3　いじめの手段・高校（女子学生10人、男子学生30人）
無　視 言　葉 暴　力 いたずら その他
女子学生 80.0 20.0 10.0 10.0 0.0 ％
男子学生 60.0 53.3 26.7 20.0 3.3 ％





たいてい ～もある な　い 忘れた
小学校 30.6 38.3 18.7 3.8 ％（209人）
中学校 22.1 38.7 26.4 12.9 ％（163人）
高　校 4.3 7.1 70.0 18.6 ％（70人）
Table 5　「いじめ」発生の現状認識（1998・1999年度入学生）
多　い 少ない 分らない
女子学生 66.0 2.8 31.1 ％（106人）
男子学生 51.5 8.8 39.8 ％（171人）
男女計 57.0 6.5 36.5 ％（277人）
Table 6　今後のいじめ状況推移評価（1998・1999年度入学生）
増える 変化なし 減　る 分らない
女子学生 35.8 37.7 7.5 18.9 ％（106人）
男子学生 22.2 60.2 7.6 9.9 ％（171人）
男女計 27.4 51.6 7.6 13.4 ％（277人）
Table 7　いじめ報道への関心度（1998・1999年度入学生）
極力得る たまには 向かない
女子学生 23.3 75.7 1.0 ％（103人）
男子学生 18.0 76.6 5.4 ％（167人）
男女計 20.0 76.3 3.7 ％（270人）
Table 8　報道・情報への対応（女子学生101人、男子学生166人）
そのまま 極力保存 図書読む 話し合う 調べた
女子学生 63.4 2.0 5.0 35.6 2.0 ％
男子学生 66.9 1.2 1.8 32.5 2.4 ％
男女計 65.5 1.5 3.0 33.7 2.2 ％
Table 9　「いじめへの対応」正答率（女子学生102人、男子学生168人）
問題１ 問題２ 問題３ 問題４ 問題５
女子学生 73.5 97.1 97.1 74.5 93.1 ％
男子学生 70.8 100.0 94.0 80.4 92.3 ％

















































学級：中 多　い 少ない 分らない
あった 61.7 4.5 33.8 ％（154人）
なかった 51.2 8.9 39.8 ％（123人）
合　計 57.0 6.5 36.5 ％（277人）
　χ2＝ 4.0413　　　ｐ＝ 0.1326
10-2　学級内（中学）×今後の「いじめ」推移
学級：中 増える 変化なし 減　る
あった 29.9 64.9 5.2 ％（154人）
なかった 24.4 65.0 10.6 ％（123人）
合　計 27.4 65.0 7.6 ％（277人）
　χ2＝ 3.3538　　　ｐ＝ 0.1870
10-3　被害経験（中学）×「いじめ」発生の現状
被害：中 多　い 少ない 分らない
あった 70.0 3.3 26.7 ％（30人）
なかった 55.5 6.9 37.7 ％（247人）
合　計 57.0 6.5 36.5 ％（277人）
　χ2＝ 2.3947　　　ｐ＝ 0.3020
10-4　被害経験（中学）×今後の「いじめ」推移
被害：中 増える 変化なし 減　る
あった 40.7 55.6 3.7 ％（27人）
なかった 26.0 66.0 8.0 ％（250人）
合　計 27.4 65.0 7.6 ％（277人）
　χ2＝ 2.9322　　　ｐ＝ 0.2308
10-5　加害経験（中学）×「いじめ」発生の現状
加害：中 多　い 少ない 分らない
あった 68.3 6.7 25.0 ％（60人）
なかった 53.9 6.5 39.6 ％（217人）
合　計 57.0 6.5 36.5 ％（277人）
　χ2＝ 4.4756　　　ｐ＝ 0.1067
10-6　加害経験（中学）×今後の「いじめ」推移
加害：中 増える 変化なし 減　る
あった 26.7 70.0 3.3 ％（60人）
なかった 27.6 63.6 8.8 ％（217人）
合　計 27.4 65.0 7.6 ％（277人）
　χ2＝ 2.1363　　　ｐ＝ 0.3436
10-7　被害経験×「いじめ」発生の現状
被害経験 多　い 少ない 分らない
あった 63.9 2.8 33.3 ％（72人）
なかった 54.6 7.8 37.6 ％（205人）
合　計 57.0 6.5 36.5 ％（277人）
　χ2＝ 3.1336　　　ｐ＝ 0.2087
10-8　被害経験×今後の「いじめ」推移
被害経験 増える 変化なし 減　る
あった 33.3 62.5 4.2 ％（72人）
なかった 25.4 65.9 8.8 ％（205人）
合　計 27.4 65.0 7.6 ％（277人）
　χ2＝ 2.8213　　　ｐ＝ 0.2440
10-9　加害経験×「いじめ」発生の現状
加害経験 多　い 少ない 分らない
あった 63.7 8.1 28.2 ％（124人）
なかった 51.6 5.2 43.1 ％（153人）
合　計 57.0 6.5 36.5 ％（277人）
　χ2＝ 6.7752　　　ｐ＝ 0.0338
10-10　加害経験×今後の「いじめ」推移
加害経験 増える 変化なし 減　る
あった 26.6 66.1 7.3 ％（124人）
なかった 28.1 64.1 7.8 ％（153人）

















































担任対応 多　い 少ない 分らない
あった 56.6 8.1 35.4 ％（99人）
なかった 57.3 5.6 37.1 ％（178人）
合　計 57.0 6.5 36.5 ％（277人）
　χ2＝ 0.6518　　　ｐ＝ 0.7219
11-2　中学担任対応×今後の「いじめ」推移
担任対応 増える 変化なし 減　る
あった 27.3 68.7 4.0 ％（99人）
なかった 27.5 62.9 9.6 ％（178人）




学級：中 極　力 たまには 関心なし
あった 22.5 73.5 4.0 ％（151人）
なかった 16.8 79.8 3.4 ％（119人）
合　計 20.0 76.3 3.7 ％（270人）
　χ2＝ 1.5008　　　ｐ＝ 0.4722
12-2　被害経験（中学）×「いじめ」報道への関心
被害：中 極　力 たまには 関心なし
あった 23.3 73.3 3.3 ％（30人）
なかった 19.6 76.7 3.8 ％（240人）
合　計 20.0 76.3 3.7 ％（270人）
　χ2＝ 0.2388　　　ｐ＝ 0.8874
12-3　加害経験（中学）×「いじめ」報道への関心
加害：中 極　力 たまには 関心なし
あった 23.3 73.3 3.3 ％（60人）
なかった 19.0 77.1 3.8 ％（210人）
合　計 20.0 76.3 3.7 ％（270人）
　χ2＝ 0.5459　　　ｐ＝ 0.7611
12-4　被害経験×「いじめ」報道への関心
被害経験 極　力 たまには 関心なし
あった 25.7 72.9 1.4 ％（70人）
なかった 18.0 77.5 4.5 ％（200人）
合　計 20.0 76.3 3.7 ％（270人）
　χ2＝ 3.0101　　　ｐ＝ 0.2220
12-5　加害経験×「いじめ」報道への関心
加害経験 極　力 たまには 関心なし
あった 18.0 79.5 2.5 ％（122人）
なかった 21.6 73.6 4.7 ％（148人）
合　計 20.0 76.3 3.7 ％（270人）
　χ2＝ 1.6626　　　ｐ＝ 0.4355
12-6　中学担任対応×「いじめ」報道への関心
担任対応 極　力 たまには 関心なし
あった 26.3 68.4 5.3 ％（95人）
なかった 16.6 80.6 2.9 ％（175人）




そのまま 極力保存 図書読む 話し合う 調べた
被害学生 52.9 2.9 5.7 45.7 1.4 ％
加害学生 64.8 1.6 1.6 38.5 0.8 ％















































































































































　The purpose of this paper is to examine the students’ views on school bullying problem. The data of the 
students of a teaching profession course in 2000-2001 were analyzed and compared with the data of Morizumi’s 
report (2005) that were researched in 1998-1999. 60% (70% in the 1997 research) of the students think that the 
incidence of school bullying is high rate in the present elementary schools and junior-high schools. 30% (40% in 
the 1998-1999 research) of the students also think that the incidence of school bullying keeps high or that the rate 
of school bullying increases in the future. No relationship between the awareness of bullying behaviors and their 
interests in the news of bullying was found as well as in Morizumi’s reports (2004 and 2005).
Key Words: school bullying, teaching profession course, student awareness, bully/victim experience,
　　　　　estimation of fluctuation 
